
1982年出上の木簡

一
九
八
二
年
出
上
の
木
簡

概

要

本
号
に
は
一
九
八
二
年
度
に
木
簡
を
出
上
し
た
遺
跡
の
う
ち
二
九

の
遺
跡

（
お
よ
び
前
年
度
の
二
遺
跡
）

に
つ
い
て
、　
そ
の
概
要
と
出
土
木
簡
の
主
な
内

容
と
を
紹
介
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
ず
、
多
忙
な
な
か
を
御
協
力
い
た
だ
い

た
関
係
機
関
な
ら
び
に
執
筆
者
の
方
々
に
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。

全
国
的
に
み
た
木
簡
の
出
土
情
況
は
、
昨
年
度
よ
り
や
や
減
少
し
た
と
は
い

え
、
都
合
に
よ
っ
て
本
号
に
概
要
を
紹
介
で
き
な
か
っ
た
遺
跡
を
も
含
め
る
と
、

例
年
と
大
差
は
な
い
。
ま
ず
前
号
ま
で
の
例
に
な
ら
っ
て
、
木
簡
出
土
遺
構
を

そ
の
年
代
と
性
格
と
に
よ
っ
て
整
理
し
て
示
せ
ば
次
の
よ
う
で
あ
る
。

〔古
代
〕
都
城
　
　
　
　
平
城
官
跡

。
平
城
京
跡

・
藤
原
宮
跡

。
長
岡
京
跡

官
衛
・
城
柵
　
梶
子
遺
跡
・
野
畑
遺
跡
・
下
野
国
府
跡
・
多
賀
祓
跡
・
払

田
柵
跡

・
出
合
遺
跡

寺
院
　
　
　
　
山
田
寺
跡

・
仁
和
寺
南
院
跡

。
辻
井
遺
跡

・
高
畑
廃
寺

集
落
　
　
　
　
阿
部
六
ノ
坪
遺
跡

。
穴
太
遺
跡

・
下
野
国
府
跡
寄
居
地
区

遺
跡

。
長
原
東
遺
跡

そ
の
他
　
　
　
白
真
寺
遺
跡

・
肩
脊
堀
の
内
遺
跡

〔中
世
〕
城
館
　
　
　
　
田
村
遺
跡

集
落
　
　
　
　
道
場
田
遺
跡

・
助
三
畑
遺
跡

。
草
戸
千
軒
町
遺
跡

・
藤
田

遺
跡

〔近
世
〕
城
郭
　
　
　
　
大
坂
城
跡

集
落
　
　
　
　
桜
町
遺
跡

〔
不
詳
〕
　
　
　
　
日
野
川
朝
官
橋
下
流

（表
採
）

こ
の
木
簡
を
出
上
し
た
遺
構
と
し
て
は
、
従
来
と
同
様
に
古
代
の
都
城

・
官

衝
な
ど
の
公
的
な
性
格
を
も
っ
た
遺
構
が
圧
倒
的
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
よ
う

な
傾
向
の
な
か
で
、
奈
良
時
代
お
よ
び
そ
れ
以
前
の
集
落
跡
か
ら
の
木
簡
出
土

例
が
報
告
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
あ
る
い
は
梶
子
遺
跡
が
城
山
遺
跡

・
伊
場
遺
跡
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に
関
連
し
た
遺
跡
で
あ
る
こ
と
な
ど
は
、
注
目
し
て
お
い
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

墨
書
土
器

・
漆
紙
文
書

・
硯
な
ど
の
出
土
例
な
ど
を
遺
跡
の
性
格
に
も
摩
れ
て

も
勘
案
す
れ
ば
、
古
代
に
お
け
る
在
地
で
の
文
字
の
世
界
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
も
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

ま
た
前
号
ま
で
の
例
に
な
ら
っ
て
遺
跡
と
出
土
木
簡
の
点
数
と
を

一
覧
表
に

す
れ
ば
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

平
城
官

・
京
お
よ
び
長
岡
京
、
と
く
に
前
者
に
集
中
し
て
い
る
が
、
八
二
年

度
も
前
年
度
ま
で
と
同
様
に
、
新
た
に
木
筒
の
出
上
を
み
た
遺
跡
が
半
数
以
上

で
あ
る
。
田
村
遺
跡

（高
知
）

・
藤
田
遺
跡

（大
分
）
は
い
ず
れ
も
県
内
初
出

で
あ
り
、
木
簡
出
土
地
域
は
全
国
化
の
様
相
を

一
層
に
色
濃
く
し
て
い
る
。
す

な
わ
ち
、
木
筒
は
地
域
的
に
み
て
も
、
ま
た
遺
跡
の
性
格
や
時
代
の
点
か
ら
も

普
遍
的
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
木
筒
の
出
土
例
が
普
遍
的
に

み
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
は

あ
る
が
、
木
筒
を
紙
の
代
用
品
と
し
て
で
は
な
く
、
木
簡
と
し
て
の
固
有
の
性

格
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
機
能
か
ら
木
簡
を
史
料
と
し
て
理
解
し
、
位
置
づ
け

て
い
く
こ
と
が
ま
す
ま
す
必
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

遺 跡 名

平城宮跡

平城京跡(5カ 所 )

自宅寺遺跡

藤原宮跡

山田寺跡

部六ノ坪遺跡

長岡京跡(4ケ 所

※仁和寺南院跡

大坂城跡

子遺跡

場田遺跡

畑遺跡

穴太遺跡

下野国府跡

国府跡寄居

長原東遺跡

多賀城跡

払田柵跡

日野川朝宮橋下

遺跡

※出合遺跡

※辻井遺跡

三畑遺跡

肩脊堀の内遺跡

車戸千軒町遺跡

田村遺跡

廃寺

奈良市

//

//

奈良県橿原市

ク 桜井市

向日市・京都市
長岡京市

京都市

大阪市

静岡県浜松市

ク 焼津市

滋賀県大津市

栃木県栃木市

//

//

宮城県多費城市

秋田県仙北郡

福井県丹生郡

富山県小矢部市

兵庫県神戸市

ク 姫路市

岡山県邑久郡

ク 赤磐郡

広島県福山市

高知県南国市

福岡市

大分県宇佐市田遺跡
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右
に
の
べ
た
よ
う
な
点
か
ら
考
え
る
と
き
、
注
目
す
べ
き
八
二
年
度
出
土
木

簡
の
二
、
三
の
事
例
に
つ
い
て
の
べ
て
お
き
た
い
。

ま
ず
口
絵
に
収
載
し
た
弘
仁
元
年

。
二
年

（
八

一
〇

・
八

一
一
）
の
年
紀
を

も
つ
、
表
裏
あ
わ
せ
て
約
八
〇
〇
字
の
文
字
が
判
読
で
き
る
、
藤
原
官
西
北
隅

の
井
戸
跡
か
ら
発
掘
さ
れ
た
木
簡
が
注
目
さ
れ
る
。
八
二
年
度
最
大
の
収
獲
と

評
価
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
「
あ
る
荘
園
の
弘
仁
元
年
の
穫
稲
に
対
す
る
支
出
を

記
し
た
こ
の
長
大
な
木
簡
に
よ
っ
て
こ
の
荘
の
所
有
者
と
請
負
者
と
耕
作
者
な

ど
を
め
ぐ
る
経
営
の
あ
り
方
や
支
出
の
内
容
等
か
ら
派
生
す
る
問
題
は
す
こ
が

る
多
方
面
に
及
が
。
し
か
し
そ
れ
は
書
き
つ
ぎ
で
は
な
い
が
、
同

一
人
が
二
ｔ

三
度
筆
を
つ
い
で
い
る
よ
う
に
も
み
え
、
こ
の
木
簡
の
機
能
に
つ
い
て
は
別
に

検
討
が
必
要
で
あ
る
う
。
初
期
荘
園
の
経
営
形
態
を
示
す
絶
好
の
史
料
内
容
で

あ
る
だ
け
に
今
後
こ
の
木
簡
の
機
能
に
か
れ
た
論
考
が
発
表
さ
れ
る
よ
う
期
待

し
た
い
。

ま
た
平
城
官
の
出
土
木
簡
で
は
、
隠
岐
国
の
貢
進
荷
札

一
五
点
が
従
来
指
摘

さ
れ
て
い
る
特
殊
性
を
裏
づ
け
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
、
従
来
個
人
名
は
み
ら

れ
な
か
っ
た
参
河
国
播
豆
郡
析
嶋
の
貢
進
荷
札
に
個
人
名
が
み
ら
れ
る
こ
と
と

と
も
に
今
後
の
検
討
が
ま
た
れ
る
。
国
単
位

。
地
域
単
位
に
木
簡
の
形
態

・
様

式

・
筆
跡
な
ど
が
共
通
す
る
こ
と
の
意
義
に
つ
い
て
の
検
討
を
か
か
め
る
必
要

が
あ
る
だ
ろ
う
。

い
っ
ぼ
う
、
長
岡
京
出
土
木
簡
に
み
ら
れ
る
大
宅
朝
臣
広
成
や
秦
人
足
、
下

野
国
府
跡
出
土
木
簡
に
み
ら
れ
る
丈
部
浜
足
な
ど
正
倉
院
文
書
に
み
ら
れ
る
下

級
官
人
と
同

一
人
か
と
思
わ
れ
る
事
例
は
、
下
級
官
人
の
経
歴
や
行
動
を
示
し

て
、
文
書
の
世
界
を
別
の
側
面
か
ら
具
体
化
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

た
だ
八
二
年
度
の
出
土
木
簡
と
し
て
、
い
ま

一
つ
注
目
し
て
お
き
た
い
こ
と

は
、
日
本
に
お
け
る
木
筒
の
は
じ
ま
り
に
か
れ
る
問
題
で
あ
る
。
滋
賀
県
穴
太

遺
跡
で
は
集
落
内
の
浅
い
溝
の
六
世
紀
末
を
七
世
紀
初
頭
の
面
か
ら
木
簡
が
出

上
し
て
お
り
、
集
落
跡
と
思
わ
れ
る
阿
部
六
ノ
坪
遺
跡
で
も
飛
鳥
時
代
末
期
の

木
簡
が
み
ら
れ
る
と
い
う
。
い
ず
れ
も
そ
の
内
容
は
不
詳
で
あ
る
が
、
例
え
ば

穴
太
の
集
落
が
渡
来
系
集
団
に
か
か
わ
る
集
落
と
推
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
、

木
簡
の
は
じ
ま
り
を
考
え
る
と
き
興
味
が
も
た
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
木
簡
に
す
で
に
史
料
の
断
片
で
は
な
く
、
年
々
新
し
い
史
実
が

明
ら
か
に
さ
れ
、
例
え
ば

「
文
書
様
木
簡
」
な
ど
に
つ
い
て
は
一
括
す
る
に
は

内
容
が
多
様
で
あ
り
す
ぎ
、
形
態
分
類
に
つ
い
て
と
同
様
、
木
簡
分
類
方
法
の

新
た
な
検
討
が
要
請
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

な
お
最
後
に
、
本
号
に
は
収
載
で
き
な
か
っ
た
八
二
年
度
木
筒
出
土
遺
跡
と

し
て
、
事
務
局
で
把
握
し
た
も
の
は
左
の
よ
う
で
あ
る
。

大
阪
府
環
濠
遺
跡

（大
阪
）
。
坂
尻
遺
跡

（
静
伺
）
。
金
剛
寺
遺
跡
（滋
賀
）
。

東
氏
居
館
跡

（岐
阜
）
。
曽
根
遺
跡

（新
潟
）
・
尾
道
市
衡
地
遺
跡

（広
島
）

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
次
号
以
下
に
で
き
る
限
り
収
載
し
た
い
。
今
後
と
も
御

協
力
を
始
願
い
し
た
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（佐
藤
宗
諄
）




